
ブドウ果実の品質に及ぼす産地の標高の影響
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　　　　　　　　緒　　　　言

　島根県内のブドウ栽培は，沿岸の平地から次第に中山

間の準高冷地帯にまで広がりつつある．栽培地の標高が

高くなるに従って気象条件が変わるgで，ブドウ果実の

収量，品質にもいろいろ影響があるものと思われる．

　本実験は1％4年に行なったもので，県内の準高冷地

（頓原町，標高450m）および平地（大社町ほカ）2箇所）

で栽培されているブドウ晶種の果実を分析し，夏期の温

度と目照との関連において果実の品質を比較検討した。

　本実験を行なうに当り御助言をいただいた本学高電

進教授，また本稿の御校閲をいただいた京都大学小林

章教授に深謝の意を表する。

　　　　　　　実験材料および方法

　供試晶種および産地は第1表のとおりである。供試4

晶種はいずれも欧米雑種で，デラウェァとDK／5／は赤

色種，スーパー・ハンブルグとマスカット・べ一リーA

は黒色種である。頓原町の各晶種は4～5年生であった

が・平地のデラウェア，DK151（大社町），マスカッ

ト・べ一リーAは8年生であり，DK151（出雲市）お

よびスーパー・ハンブノレグは4年生であった。各園の肥

培管理は島根県ブドウ栽培歴にほぼ準じて行なわれた、

　　　　　第1表供試晶種と産地

晶　　種
産　　　　　　　　地

準高冷地 平　　　　地

デラウェア
頓原町：

栽培農家 大社町：島根農試大社試験地

DK151 同上 雌蝶：島賭大神西砂

ス□パ□・
ハンブルグ 同上

　　　　　　丘地農場安来市：島根農試荒島分場

マスカット・

べ一リーA
同上 大杜町：島根農試大社試験地・

　果実の品質は成熟度によって著しく異なる。そこで本

実験では成熟度の目安として可溶性固形物含量を用い，
　　　　（5）
従来の報告から各晶種の基準可溶性固形物合量をデラウ

ェアで19％，その他の晶種で／6％と定め，両地域におい

て各晶種の果実がこれらの基準に達した時収穫した。

　各晶種とも一地域／5果房を供試した。果実の調査は果

房重，果粒重，果皮中のアントシアニン含量，果汁中の

可溶性固形物合量および遊離酸含量について行なった．

　果皮中のアントシァニン含量は従来著者らが用いてい
　　（2）（4）

る方法により定量した。可溶性固形物含量はリフレク

ト　メーターで，遊離酸含量は0／N　NaOHを用い滴

定法により調査した。

　※　園芸学研究室　　　　※※　島根県浜田農林改良事務所

※※※　福岡県果樹試験場

　　　　　　　　実　験　結　果

　各品種の成熟期間に当る7月下旬から9月上旬までの

気温および日照時間は第2表のとおりである．平地の産

地はろ箇所に分散しているため，そのほぼ中問の松江市

の資料で示したが，松江市とこれら3箇所との気温およ

び目照時間の差はきわめて少なかった。まず平均気温で

みると，頓原町245oCに対し松江市279．Cで34．Cの

差があった。また最高気温で2．7◎C，最低気温で4．0．C

の差があり，最高気温より最低気温の差がやや大きく，

目温度較差は頓原町9．4oCに対し松江市8．1oCで，わず

かではあるが準高冷地で大きかった。一方，準高冷地の

日照時間は平地の約弘で著しく少なかった。

　両地域における各品種の収穫期は第3表に示すξおり

　　　第2表成熟期問の気温および目照時間

　　　　　　　　（7月21日～9月10目）

準局冷地
（頓原町） 忌江制差

平均気温0C 24．5 27．9 3．4

最高気温◎C 29．2 3／．9 2．7

最低気温◎C 19．8 23．8 4．0

目温度較差0C 9．4 8．1 1．3

目照時問（積算）1
309．2 413．6 104．4
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である。前述したように，基準可溶性固形物含量にほぼ

達した時期にそれぞれ収穫したので，これらは両地域に

おける各品種の完熟期とも言える．この結果にょる1とデ

ラウェアでは，平地の収穫期が8月14日に対し準高冷地

は8月26目で12日の差があった．DK151では5～／2目，

スーパー・ハンブルグで5日，マスカット・べ一リーA

で4日，それぞれ準高冷地の収穫期は遅れ，概して早生

種ほどその遅延度が大きい傾向にあった．

　第4表は果房重および果粒重を示したものであるが，

スーパー・ハンブルグを除く各晶種ににおいて，準高冷

地産はやや劣ることが認められた．
　　　　　　　　　　　　（2）
　果房の着色度の指標となる果皮中のアントシアニン合

量は第1図に示すとおりで，赤色種のデラウェア，DK

151では平地産の合量をそれぞれ／00とすると，準高冷地

産の合量は162および125～／26となり，準高冷地産の

両品種の果色は著しく濃厚であった．一方，黒色種の場

合，平地産の合量を／00とした準高冷地産の含量はスー

パー・ハンブルグで％，マスカット・べ一リーAで108

となり，両地域間の差は赤色種の場合より著しく少な

く，スーパー・ハンブノレグでは準高冷地産が逆に低かっ

た一なお黒色種における地域問の果色の差は肉眼では識

別できなかかた．

　果汁中の可溶性固形物合量は第5表のとおりで，収穫

方法からすると地域問で差がないはずであるが，実際に

は多少相違が認められた。差が最も大きかったのはマス

カット・べ一リーAの場合で，準高冷地産が0．9％高か

　　　　　　第3表収　　穫　　　期
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DK151 8 26 
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注　a：島根農試犬社試験地　b：島根麗大神西砂丘農場

第4表果房重および果粒重

産地
デラウユア

DK151

ス
H
ノ
寸
口
・
ハ
ン
ブ
ル
グ

マスカット・べ一リーA

準同冷地

47．0 145．9 222．9 308．1
果房重　9

平地 54．4
，嶋二茅

220．7 3ア0．0

準筒冷地

1．45 2．5／ 4．44 5．27
果粒重　9

平地 1．70
2．46a｛2．58b

4．46 5．81

注　a：島根慶試大社試験地　b：島根慶大神西砂丘農場
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った。

　果汁中の遊離酸含量は第2図に示すとおりである．い

ずれの品種においても準高冷地産は平地産に比べて遊離

酸含量が高く，とくにデラウェァとマスカット・べ一リ

ーAでは，平地産の含量を／00とした準高冷地産の含量

はそれぞれ／52および／47となり，地域間で著しい差が認

められた．

　果皮中のアントシァニン含量および果汁中の遊離酸含

量は，同一環境条件下では果汁中の可溶性固形物含量と
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第／図　果皮中のアントシァニン合量

第5表可溶性固形物合量　　（％）
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18．9

DK15／

16．1
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15．8
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晶種においても準高冷地産が高く，食味の点から問題が

あると思われる．したがって中山間地帯でブドウ栽培を

行なうに当っては，晶種の選定，肥培管理などにおいて

これらの点についても考慮する必要がある．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　島根県内の準高冷地（頓原町，標高450m。）および平

地（大社町ほカ））産のブドウ4品種（デラウェア，DK

151，スーパp・ハンブルグおよびマスカット・べ一リ

ーA）の果実の晶質を夏季の気象条件との関連において

比較検討した．

　1．成熟期間に当る7月下旬から9月上旬の気温は準

高冷地が平均で3．4．C，最高で2．7oC，最低で4．0．C低

く，また目照時間も著しく少なかった。

　2．準高冷地の収穫目は，デラウヱア，DK151種で

12目，スーパー・ハンブルグおよびマスカット・べ一リ

ーA種で4～5日遅れた。

　3．準高冷地産の果実の房重，粒重は一般に劣る傾向

が認められた．果実の着色度の指標となる果皮中のアン

トシアニン含量では，赤色種のデラウユアとDK151の

場合，準高冷地産が著しく高かったが，黒色種のスーパ

ー・ハンブルグとマスカット・べ一リーAの場合，両地一

域でほとんど差がなかった．可溶性固形物合量を目安に

して収穫したので，地域間におけるその含量の差はいず

れの晶種においても少なかったが，その場合遊離酸合量

では明らかに準高冷地産が高かった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿㎜㎜鮒y

　l　W1th　four　var1et1es　of　grapes　grown　at砒ferent　a胱udes　of　S且m．ane　prefecture（h1gh

a1t1tud－e，Tonbara450㎜，and－1ow　a1t1tud．e，Ta1sha，Izumo　and．Yasug110to20m　above　the

sea1eve1）。frults　were　ana1yzed・to　observe　the1r　qua11ty1n／％4　Average　a1r　te㎜perature

and．d．urat1on　of　su阯shme　were㎜eas．ured－fro岨Ju1y21to　Septe蛆ber10　They　were34oC
1ower　and－104hours1ess　respectwe1y　at　the　h1gh　a1t廿ude　than　at　the1ow　a1t1tude

　2　When　fru1ts　were　harveste沮at　the1r　proper　r1pen1㎎t1皿e　base沮on　a　certa1n1eYe1of

the　so1ub1e　so1id－s　content　of　juice　（19％　in　De1aware　and．16％in　other　varieties），they

reached．the血aturity／2d・ays1ater　on　De1aware　and－DK151，and．4to5d－ays1ater　on　Super

亘am－burgand．lMuscatBa11eyAattheh19ha1t1tud－ethanatthelowa1t1tud．e　Througha11of
マar1et1es，the　fm1ts　at　the　h19h　a1t1tud．e　were　som．ewhat1nfer1or　to　those　at　the1ow　a1t1tu沮e

1n　both　bunch　s1ze　and．berry　we19ht　Bes1d．es，the　for血er　contained一：m．ore　free　ac1d，than　the

1atter．

　3　　In　red．9rapes　（De1aware　and．DK151）　fru1ts　at　the　h1gh　a1t1tud－e　colored－better

contaユn1ng　m．ore　abund．ant　anthocyanユns1n　the　sk1n　than　fru1ts　at　the1ow　a1t1tud．e　On　the

other　hand．m　b1ack　grapes　（Super　Ha㎜burg　ana　：Muscat　Ba1ley　A）　no　such　trend　was
obser∀ed。




